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簡単な計算により,量子力学的チャネル(原子の終状態)は次のように表現できる.
Ai'p-(plo)61(i)+p!0)go(i))El･(plo)S-1(i)+p㌢)Eo(i))E2
ただし,ei(i),S-i(i),(i-0,1)は光子数確率分布p(n)≡I(nl洲 2を使って次のように与えられる.
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n n
この量子系の状態変換を表す量子力学的チャネルを用いることによって量子状態(密度作用素)に対
して定義されたvonNeum annエントロピーや量子相互エントロピー[2]の計算が可能になる.また,そ
れらを通してこのモデルに対する情報理論的解釈を与えることができると思われる.
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